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“ジニ・ッ下・流にっいて（毛利）

とを説明した1この考えによるとジェット流の周囲の垂』

：直循環は逆である漕その後』このジェット流の垂直循環

について数夢ぐの研穽湊行われ驚結黒果∫して順循環な，

のか逆循環なのか混とんとしてぎた．そしてこの垂直循』

環の問題と2種類のジェット流が組み合わされ，ほっき

りした結論が出せなくなったのが現状であるといえる．

ジェット流がわふらなくなったというの獄主としてこの

、ような、点にある．

　逆循環の立場でいえばエ』ネ々ギー的には都合がいい．

逆循環といえば北側の冷い空気が上昇し，南側の暖い空

気が下降するのであるから，．南北の温度傾度はますます・

，急峻になり，ソレノイギ場は強められ，・したがってジェ

ット硫は加速される．一方・順循環の立揚でいえばごく

常識通りに冷気は沈降し暖気は上昇するのであるから，

南北の温度傾度は時間的に弱まることになる．．したがっ

て順循環の立場でいえば，南北の暖冷両気流の合流の割一，

合の方が温度傾度の弱まり方よりも強いということでゾ

ェット流の強化を説明しなければならなくなる．これは

・ち≧つ・と苦しい説明の方法であって・エネルギー的には

逆循環の説明の方が1ずっとすらきりしている．とこみ

が，順循環を支持する幾つかの事実があらわれてきた．

　まず第1は運動量の南北輸送に関連してである．前に

も述べたように熱帯の循環細胞はあきらかに順循環であ』

り，熱帯上層対流圏から亜熱帯に流れてくる空気は亜熱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ帯ジェヅト流を形成すると共に亜熱帯高庄帯を形成して

いる．したがって亜熱帯高圧帯を説明するには璽熱帯ジ

ゼット流に伴う循環は平均的には順であるといわざるを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　督・えない．重た日本やインドなど極東方面の亜熱帯ジェッ

ト流の研究によると，亜熱帯ジニッ・ト流の南側の上層対

流圏に寒候期といえど極めて高温の部分の存在する，ヒと

が確められてきた．このような高温領域はすでに北アメ

リカ上空でも認められていたことであるが，一極東ではも

っといちじるしい．事実，盛夏期の熱帯の上空の気温に

旭くらべられるような温度であり，これは大規漢な沈降

現象に伴ったものと解せざるをえない．これを移流で説，

明することはちょっと困難である．また亜熱帯高圧帯に『

，の・一の
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　この書をお買いになった方は同「じく佐貫博士著の地王

気象器械（共立全書，・250頁，一昭29年4月発行4000円）

を購入ざれることをおすすめする』地上気象器械と今度

の気象器械学と2つ揃えば気象器械について知りたいこ
乏は何でも分るからである．・，この本は一口にいうと新型

気象器械学である・内容，を見ても・防氷風向風速計・準

器気圧計，雲高測定器』無線ロボット，気象レーダー，

ゾンデぞ超高層探測ロケットと新しい気象測器がずらり

、1956年1月

　　　　　　　　　　　　♪』搾　　．☆譲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坤　 響、鑛

勘れた場合はア卿ど轍においても騨熱
騨る・こうして亜熱帯ジエット流にば平均的噸循慧

が伴・て戯考え聯脚～ぞこ磁近1漁驚
一ジエ》硫畔う平均の”順”循環は認めるが・⑳鷲

彬動寂ゆく振ット細片（局地的極大極小）に伴難1
垂直循環は”遡なのではなヤ・かと考えられ融舛巻，騰

瀬套翻李璽難聯羨臨・1
灘灘繋1贈鱗も㍗越移動畷
こ似うに考えてくる秤均的なジエの硫と3．それ☆1

に重なった局地的なジエマト流とは別の機巧で説明され謙

ることになる灘嚇い・・こ鋤な立場か弊鷺
一は・局地的ジエ嫌の鍼ば韻1量輸送鞭離、葦
原理傑祉ずい磯明しよう獄みた・・ごの原理によi騒

ればジ出ヅト流の垂直方向のエネルギrの集中は説明宅薦

きる．

つ臨叢野に嚇◎り1嘩1
廻転円板状の水醸騨よると趣ま寵赤道を群P謬
または加熱した場合や，水槽中に障害物を入れた場合隔、て

や・不連鞭を作つてそη蘇う乱を与えた場含な醗

にジェット流が現われることが確めら．むている．このよ、磨

，うにごく簡単な実験においても容易レこ襯されるジ嗣☆

ト灘カミ・なか欺か説明できない≧いう点に今後に残さや、．図

た多くめ問題がある．一一

最近・本撒おいてもジェの灘伴う豪雨や㌧ジ馨
ット流と梅雨との関係について立派な研究が行われて潟㍉

り，またジェット流と季節風との関係やジニット流と台』四

風の転向との関係についても酷疇罫わかってき・，11i

た．・航空気象の立場からはジニマト航法と撰陣して太平、置

洋のジニット流が対象になっており，また短期予報や旬団

日予報の立場からも技術的にいろいろ取り上げられ実用☆

駆化紳ているにのような意味か ら上即＋分娠の観i

灘難罐駿繕野のわれわれ艦

と壷んで略著者嘩風は・氏の随筆を読んでも融☆

著魁気象器械学を読ん徳簡棚馳文章である奪
にその特徴が表われている孝者曙書の中にはめざ◇

鷺考婁轟懸1綿鮮鑑ぎ麗麓
紬いまわし轍弍をろうする人がある溜学者だか纂
文のよしあしは責められないでよいものという誤った観ご．

念かちであろう．本を著作しよう・とする人は，読者に分懸

るように本譜くものだという信念を持って書かれ晦1、i

讐肉碁癬箸灘熱曝翫懲1鍵雛☆
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